
第42回　四国林政連絡協議会が開催県である愛媛県松山市にて開催されました。

 【詳細は 2頁】  
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九
月
六
日
、
愛
媛
県
松
山
市

に
お
い
て
、
第
四
二
回
四
国
林

政
連
絡
協
議
会
を
開
催
さ
れ
、

四
国
各
県
の
林
務
担
当
部
局
、

森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所
、

同
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
中
国
四

国
整
備
局
参
加
の
も
と
、
林
野

庁
か
ら
担
当
官
の
出
席
を
得
て

四
国
地
区
に
お
け
る
民
有
林
行

政
と
、
国
有
林
行
政
連
携
強
化

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
協
議
会
長
で

あ
る
四
国
森
林
管
理
局
長
か

ら
「
林
業
の
成
長
産
業
化
と
そ

れ
を
通
じ
て
の
地
方
創
生
は
、

我
々
、
林
業
・
林
産
業
に
携
わ

る
者
の
使
命
で
あ
り
、
国
有
林

と
し
て
は
、
国
有
林
材
の
安
定

供
給
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
の
人

材
育
成
、
技
術
開
発
普
及
等
の

取
組
を
通
じ
た
、
民
有
林
林
政

推
進
の
支
援
が
重
要
な
課
題
で

あ
る
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
開
催
県
で
あ
る
愛
媛
県

の
重
松
農
林
水
産
部
森
林
局
長

と
林
野
庁
計
画
課
城
企
画
班
担

当
課
長
補
佐
か
ら
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
四
国
山
の
日
賞
」

選
定
の
審
査
内
容
、
林
野
庁
か

ら
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を

巡
る
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
県
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
原
木
の
安
定
供
給
の
取
組
」

や
「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

関
す
る
取
組
」
等
の
紹
介
、
ま

た
、
森
林
総
合
研
究
所
等
各
機

関
か
ら
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
開

発
や
シ
カ
生
息
地
に
お
け
る
再

造
林
手
法
の
開
発
と
い
っ
た
各

種
研
究
事
例
や
国
有
林
と
の
連

携
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

 

四
国
林
政
連
絡
協
議
会
を
開
催

　〈
企
画
調
整
課
〉　
　
　

り
、
こ
れ
ら
の
説
明
等
に
関
し

て
各
機
関
か
ら
シ
カ
捕
獲
事
業

や
コ
ン
テ
ナ
苗
の
供
給
に
係
る

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
有
意

義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

就
業
体
験
実
習
と
は
、
四
国

森
林
管
理
局
の
行
政
実
務
に
接

し
な
が
ら
、
学
習
意
欲
を
喚
起

し
、
高
い
職
業
意
識
を
育
成
す

る
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業

及
び
林
野
行
政
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
今

年
度
に
お
け
る
就
業
体
験
実
習

生
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

北
海
道
か
ら
一
名
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
〇
日
間
の
日
程
を

 

四
国
森
林
管
理
局
就
業
体
験

 

実
習
生
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
受
入
　
　
　
　

〈
総
務
課
〉　
　
　

協
議
会
長
（
四
国
森
林
管
理
局
長
）
挨
拶
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組
み
、
八
月
一
八
日
か
ら
八
月

三
一
日
ま
で
実
習
生
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　

四
国
局
の
概
要
、
千
本
山
保

護
林
で
の
施
業
学
習
、
白
髪
山

天
然
ヒ
ノ
キ
林
木
遺
伝
保
護
林

現
地
実
習
、
収
穫
調
査
業
務
の

現
地
実
習
、
地
す
べ
り
防
止
工

事
箇
所
の
見
学
及
び
治
山
事
業

現
場
で
の
測
量
実
習
、
小
学
校

で
森
林
教
室
の
手
伝
い
及
び
、

樹
木
学
習
現
地
実
習
、
低
コ
ス

ト
に
向
け
た
森
林
整
備
の
現
地

実
習
及
び
、
林
業
専
用
道
事
業

箇
所
で
の
現
地
実
習
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

実
習
生
か
ら
は
、
「
四
国
は

四
つ
の
構
造
線
が
あ
り
、
降
水

量
が
多
く
、
台
風
災
害
な
ど
で

山
腹
崩
壊
や
地
す
べ
り
が
起
こ

り
や
す
く
、
何
箇
所
か
復
旧
計

画
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
高

知
県
が
Ｃ
Ｌ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
信
し
木
材
利
用
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

驚
き
ま
し
た
。
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
就
業
体
験
を
通
じ
て

森
林
管
理
の
仕
事
を
実
際
に
経

験
し
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

八
月
二
五
日
、
公
募
に
よ
る

一
一
組
、
二
六
名
参
加
の
「
夏

休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教

室
」
を
、
当
局
の
大
会
議
室
に

お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
工
教
室
は
、
夏
休
み

の
研
究
・
学
習
の
支
援
と
身
近

な
自
然
環
境
へ
の
関
心
や
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
オ

イ
ス
カ
高
知
県
推
進
協
議
会
と

の
共
催
で
、
毎
年
夏
休
み
終
盤

に
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
今
年
は
「
山
の
日
」

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
木

や
山
に
興
味
を
持
ち
、
親
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
、
山
で
出
会
え
る
木
や
生
き

物
の
写
真
を
見
て
も
ら
い
、
針

葉
樹
や
広
葉
樹
の
特
徴
や
、
葉

の
形
の
違
い
、
森
林
の
働
き
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
森
林
整
備
等
で
発

生
し
た
広
葉
樹
の
枝
や
竹
な
ど

の
端
材
を
使
っ
て
、
『
フ
ク
ロ

ウ
の
エ
ン
ピ
ツ
立
て
』
を
製
作

し
ま
し
た
。

　

比
較
的
短
時
間
で
で
き
る
作

品
と
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

丁
寧
に
色
を
塗
り
、
フ
ク
ロ
ウ

や
エ
ン
ピ
ツ
立
て
の
竹
に
模
様

を
描
い
た
り
、
親
子
で
相
談
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
作
品
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
オ
イ
ス
カ
ス

タ
ッ
フ
と
海
外
研
修
生
達
に
よ

る
積
み
木
教
室
を
楽
し
み
ま
し

 

『
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
』
開
催

 

フ
ク
ロ
ウ
の
エ
ン
ピ
ツ
立
て
作
製
と

 

積
み
木
教
室

〈
技
術
普
及
課
〉　
　
　

千
本
山
山
頂
に
て
記
念
撮
影

木
工
製
作
中
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た
。

　

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
で
作
ら
れ

た
積
み
木
に
、
温
も
り
を
感
じ

な
が
ら
、
保
護
者
も
交
え
て
、

上
へ
上
へ
と
高
く
積
み
上
げ
た

り
、
横
に
並
べ
た
り
、
ま
た
、

途
中
で
崩
れ
て
残
念
が
っ
た

り
、
色
々
な
子
供
た
ち
の
表
情

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
紙
芝
居
で
ど
の
よ
う
に

し
て
積
み
木
が
作
ら
れ
た
か
な

ど
、
森
林
や
木
に
つ
い
て
の
学

習
を
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
一
つ
の
も
の
を
作
り

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
子

の
つ
な
が
り
を
よ
り
強
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
二
日
、
大
豊
町
内
の

上
名
山
国
有
林
（
分
収
造
林
地
）

で
実
施
さ
れ
た
森
林
林
業
振
興

会
と
高
知
大
学
に
よ
る
「
無
人

航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
の
飛
行

実
地
試
験
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
地
試
験
は
、
既
設
の

シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
状
況
・
状

態
撮
影
や
造
林
地
内
に
お
け
る

枯
損
木
探
索
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
ド
ロ
ー
ン
活
用
方
法
や
検
証

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
雨
で
、
霧
も

多
く
視
界
不
良
で
、
試
験
自

体
の
実
施
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
奇
跡
的
に
？
途
中
か
ら
晴

れ
間
が
見
え
始
め
、
飛
行
試
験

を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

飛
行
試
験
後
に
は
実
際
に
撮

影
し
た
映
像
を
そ
の
場
で
確
認

し
、
映
像
は
鮮
明
で
あ
り
、
シ

カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
網
目
ま
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
枯
損
木
の
探
索
に
関
し

て
も
、
位
置
や
枯
れ
具
合
な
ど

の
状
況
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

高
知
大
学
の
学
生
も
指
導
を

受
け
な
が
ら
操
作
を
体
験
し

ま
し
た
が
、
驚
き
の
声
と
同
時

に
、
思
っ
た
よ
り
操
作
が
簡
単

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
国
有
林
に
お
け
る
活
用

方
法
と
し
て
、
シ
カ
に
よ
る

ネ
ッ
ト
破
損
や
土
砂
流
出
等
に

よ
る
支
柱
の
傾
き
な
ど
の
点

検
、
上
空
か
ら
の
活
着
調
査
、

除
地
確
認
、
混
合
歩
合
の
確
認

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

当
局
で
は
全
国
に
先
が
け
、

全
署
に
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
各
現
場
で
の

活
用
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
の

 

飛
行
実
地
試
験

　
　
　
　
～
秋
の
風
に
の
せ
て
～〈

森
林
整
備
課
〉　
　
　

完
成
作
品
（
講
評
）

積
み
木
教
室
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近
年
、
全
国
的
に
集
中
豪
雨

等
に
よ
る
大
規
模
な
山
地
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
四

国
森
林
管
理
局
で
は
、
被
災

森
林
の
復
旧
は
も
と
よ
り
予
防

も
視
野
に
治
山
工
事
の
、
「
調

査
」
「
計
画
」
「
施
工
」
等
に
係

る
技
術
力
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
は
、
若
手
治

山
技
術
者
の
基
礎
的
技
術
力
の

向
上
及
び
育
成
を
目
的
と
し
、

九
月
二
六
日
か
ら
二
八
日
の
三

日
間
、
経
験
年
数
の
短
い
各
署

（
所
）
の
治
山
担
当
職
員
を
対

象
に
治
山
技
術
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
治
山
事
業
に
係

る
法
規
制
や
契
約
と
実
行
、
発

注
者
綱
紀
保
持
な
ど
に
つ
い
て

座
学
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生

か
ら
は
、
「
難
し
い
法
令
規
制

の
内
容
も
多
く
、
ま
だ
ま
だ
時

間
を
か
け
て
知
識
と
技
術
力
を

養
っ
て
い
き
た
い
。
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
安
芸
森
林
管
理

署
管
内
の
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
施
行
地
（
平
鍋
地
区
）
に
お

い
て
、
平
成
二
六
年
に
発
生
し

た
大
規
模
崩
壊
地
下
部
の
渓
流

を
二
班
に
分
か
れ
て
踏
査
し
、

技
術
基
準
に
基
づ
く
渓
間
工
の

配
置
に
つ
い
て
現
地
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
二
日
目
に
現
地

で
検
討
し
た
渓
間
工
の
配
置
を

平
面
図
、
縦
断
面
図
に
書
き
込

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に
検

討
し
た
結
果
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

発
表
時
に
は
局
治
山
課
職
員

も
出
席
し
、
発
表
内
容
に
つ
い

て
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
集
合
研
修
は

初
め
て
の
取
組
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
研
修
生
自
ら
、
現
地
の

 

若
手
技
術
者
育
成
の
取
組

「
治
山
技
術
研
修
」
に
つ
い
て
　
　
　
　

〈
総
務
課
〉　
　
　

ネ
ッ
ト
点
検
の
様
子

説
明
の
様
子

検
討
結
果
発
表
会

現
地
検
討
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地
形
や
湧
水
の
状
況
な
ど
を
観

察
し
、
ダ
ム
工
の
配
置
を
検
討

す
る
な
ど
有
意
義
な
機
会
と
な

り
、
今
後
の
現
場
業
務
の
一
助

に
な
れ
た
も
の
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
に
お
い
て

も
、
幅
広
い
技
術
者
の
育
成
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

八
月
二
六
日
、
南
国
市
白
木

谷
小
学
校
に
お
い
て
同
小
学
校

の
白
木
谷
子
供
ク
ラ
ブ
一
四
名

に
よ
る
森
林
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
紙
芝
居
に
よ
っ
て
森

林
の
役
割
や
機
能
を
説
明
し
、

画
像
（
マ
ン
ガ
）
に
よ
っ
て
手

入
れ
を
し
な
い
山
は
下
草
等
が

無
く
な
り
動
物
達
も
居
な
く
な

る
こ
と
や
土
砂
崩
れ
が
発
生
す

る
こ
と
等
を
説
明
し
、
森
林
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
児
童
達
に
説
明
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
児
童
達
に
は
山
・

水
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

実
際
の
山
を
想
定
し
た
「
森
の

働
き
模
型
」
に
よ
り
、
豊
か
な

森
林
と
荒
廃
し
た
森
林
で
雨
が

降
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
違

い
が
起
こ
る
か
と
い
う
実
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、模
型
の
上
か
ら
ジ
ョ
ー

ロ
で
水
を
か
け
る
と
緑
豊
か
な

山
の
場
合
、
荒
廃
せ
ず
綺
麗
な

水
が
滴
り
、
荒
廃
し
た
山
で
は

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
泥
水
が

滴
る
と
子
供
達
か
ら
綺
麗
、
汚

い
等
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
用

し
て
の
浸
透
実
験
で
は
、
緑
豊

か
な
土
壌
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
上
か
ら
注
い
だ
水
が
下
に

浸
透
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
下

か
ら
出
て
き
た
の
に
対
し
、
そ

う
で
無
い
土
壌
で
は
、
水
が
浸

透
せ
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
上
か
ら
溢
れ
る

様
子
を
み
た
児
童
達

は
「
こ
っ
ち
は
下
か

ら
水
が
出
ん
づ
く
溜

ま
り
ゆ
う
で
（
こ
っ

ち
は
下
か
ら
水
が
出

ず

に

溜

ま

っ

て

る

よ
）
」
と
興
味
津
々
に

水
の
流
れ
を
真
剣
な
眼
差
し
で

観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

作
り
物
の
キ
ノ
コ
や
カ
ブ

ト
ム
シ
等
を
探
し
当
て
る
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、
「
こ

れ
？
」
と
友
達
同
士
で
指
を
指

し
な
が
ら
笑
い
、
和
気
藹
々
と

次
々
に
探
し
出
し
、
答
え
合
わ

せ
で
は
、
歓
声
が
沸
き
な
が
ら

○
印
を
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

森
林
教
室
「
森
林
の
働

き
」
に
つ
い
て

〈
高
知
中
部
署
〉

「森の働き模型」実験結果の様子

丸
太
伐
り
体
験
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ま
た
、
丸
太
伐
り
体
験
で
は

鋸
を
引
く
の
は
殆
ど
が
初
め
て

で
、
最
初
は
思
う
よ
う
に
伐
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
友
達
の
声

援
に
答
え
な
が
ら
伐
り
終
え
、

丸
太
を
持
っ
て
帰
る
児
童
も
い

て
、
大
変
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。

　

最
後
に
各
児
童
か
ら
森
林
の

働
き
に
つ
い
て
の
感
想
と
児
童

代
表
か
ら
お
礼
の
言
葉
を
頂
き

終
了
し
ま
し
た
。

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の

三
年
間
通
じ
た
森
林
環

境
教
育
で
担
い
手
支
援

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
徳

島
県
が
進
め
る
「
新
次
元
林
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
担
い
手
対

　

こ
の
取
組
は
、
地
域
の
担
い

手
育
成
の
支
援
を
目
的
と
し
て

お
り
、
現
在
の
一
年
生
が
卒
業

す
る
ま
で
の
三
年
間
を
通
じ

て
、
各
学
期
毎
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
計
九
回
、
学
校
で
学
ぶ

専
門
教
科
を
補
完
す
る
分
野

を
中
心
に
系
統
的
に
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
に
つ
い
て

学
ん
で
も
ら
う
初
め
て
の
取

組
で
す
。

　

受
講
し
た
生
徒
か
ら
は
「
地

元
の
林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」
「
高
校
生
で
も
理

解
で
き
た
」
「
質
問
形
式
で
理

解
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
か
ら
は
「
生
徒

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
教
員
も

策
と
協
働
す
る
こ
と
の
一
環
と

し
て
、
徳
島
県
立
那
賀
高
校
に

設
置
さ
れ
た
「
森
林
ク
リ
エ
イ

ト
科
」
の
一
年
生
二
〇
名
を
対

象
に
、
「
森
林
の
種
類
」
、
「
世

界
と
日
本
の
森
林
」
、
「
四
国
四

県
の
森
林
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
義
を
、
九
月
一
四
日
に
行
い

ま
し
た
。

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
聞
き
入
る

高
校
生

勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
二
学
期
の
講

義
は
、
一
二
月
一
日
に
「
森

林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
行
う
予

定
で
す
。

講
義
を
す
る
﨑
川
係
員

平成 28 年 10 月 8 日（土）

　緑の募金街頭活動� 高知市中央公園

平成 28 年 10 月 12 日（水）

　第 2回�無人航空機（ドローン）講習会

嶺北森林管理署管内

平成 28 年 10 月 21 日（金）

　四国森林管理局・高知大学連携協定締結式

四国森林管理局

平成 28 年 10 月 22 日（土）

　「第12回もくもくランド2016秋まつり」

高知市中央公園

行事・イベント情報


